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デカルトは、その著「方法序説」の中で、こう書いている。
Je savais que la lecture de tous les bons livres est comme une conversation avec
les plus honnetes gens des siとcles, passes, qui en ontとt占Ies auteurs.et meme une
′
conversation etudiee,en laquelle ils ne nous decouvrent que les meilleures de leurs
pensとes;
(あらゆる良書を読むことは、いわばその著者たる過去の世紀のすぐれた人たちと会話するようなもので、よく
用意された会話であるとさえいえるし、そこに彼らの思想の粋が顔を見せる。 )
この場合の良書はいわゆる古典のことであろう。最新の情報を漁りながら、日進月歩の学問の世界に生きる者に
は、縁の遠い議論のようにもみえる。だが、超大家といわれる学者の日常に接してみると、必ずしもそうではな
いo恩師のEccles先生は、 Sherrir顧on先生の著書を繰返し読んでおられた。ある魔大な研究業績が、 She-
rrington先生の流れを汲む正統派の仕事に属することは明白である。また、いま一人の恩師であるMacLean先
生は、 Schaeferが1905年に著わした"Textbook of Physiology"を指して、 「この本は金鉱のようなもので、
勝れたアイデアの数々をこの本に見出すことができる。」と言っておられた。大脳辺縁系という概念の基礎とな
ったKliiver-Bucy症候群の最初の研究がこの本に紹介されている。それが永年、日の目を見ず、30数年後に再
発見されたのは、よく知られているところである。
ローマの諺に
Prudens quaestio dimidium scientiae- to know what to ask is already to know half."
というのがある。多くの人が、それを恩師から教わったことであろう。 Eccles先生の場合には、 Sherring-
ton先生から与えられた「中枢神経系における抑制」が生涯のテーマであったo前人未踏の分野を開拓した、
MacLean先生の場合には、多分、古典的な論文の著書達に負うところが多大であったに相異ない。古典の著者
たちは、自然科学研究の分野においても勝れた教師というべきか。
今日の知識をもって、古典を播くのは、確かに楽しいことだ。しかし、学術論文の数が激増し、新しい学術雑
誌が次から次へと誕生する昨今にあたっては、古典をゆっくり読むだけのゆとりがない。並の研究者が古典にう
つつをぬかしていると、デカルト先生から
J
lorsqu'on est trop curieux des choses qui se pratiquaient aux siとcles passes, on demeure
ordinairement fort ignorant de celles qui se pratquent en celui -ci. "
(過去の世紀におこなわれたことにあんまり夢中になる人間は、現在おこなわれていることについては、普通ひ
どく無知なものだ。)とお叱りを受けることにもなろう。
William Osier　によると、読書人は次の4段階に分けられる。
" Sponges which attract all without distinguishing; Howgre一glasses which receive and pow-
re out as fast; Bagges which only retain the dregges of the spices and let the wine escape, and
Sives which retaine the best only. "
ou
一＼
一ヽ
この説に従うと、 Sives (sieves,ふるい)の段階が読書の極意のようである。だが、やはりスポンジの時代
が懐かしい。氾濫する最新情報に振り回`されていても、最後の拠は、あの頃感かれたように読み続けた本であり、
その後、今まで繰り返し読んできた何冊かの限られた本だ。これらの本は、大空にかかった虹1こも例えられよう。
I
My heart leaps up when I behold
A rainbow in駐he sky:
So was it when my hie began;
Soisit now I am a man;
So beit when I shall grow old,"
( William Wordsworth )
館長の任期を終えて
前附属図書館長　友　吉　唯　夫
「、
5月31日をもって、 2年間の任期を満了いたしました。すでに野崎光洋前々館長、尾崎良克前館長が築かれて
いた立派な基礎道路の上を、臨床医の私はただ歩いていただけでありましたが、なんとか任期を終える事ができ
ましたのも、関係各位のご指導、こ、、助言のおかげです。とくに、境在の図書館のあるべき姿を常に追求してやま
ない図書館職員の熱意に支えられ、またそれらの人びとの卓越した事務管理に助けられての日々でありました。
また、重要事項や館長単独で決裁しかねる問題については、そのつど図書館委員会の方がたが熱心な討議を経て
適切な結論-と導いてくださいました。ここに皆さまがたに厚くお礼を申しあげます。
2年のあいだの忘れられないことの第一は、外国ジャーナルの急騰による購入タイトル数の削減処置でありま
した。すでに創設準備期の各種特典的予算は去り、図書館経費もおおよそ通常予算のみでまかなわなければなら
なくなった時期に一致しての値上りは、実に大きな打撃でありました。これをprice shock1981といってもよろ
しいでしょう。各講座、学科目から何度かアンケートを集めまして、その時点で要求度の低い雑誌群を打ち切る
ことになったのは残念なことでありました。このことによって生ずるであろうど不便に対しては、情報検索サー
ビスや他大学との相互利用システムによって対応することとなったわけです。
大学は無知を憎む人びとの集団であります。未知(unknown)を知(known)に転ずるための研究を触発し、
その方法論に解決を与えうる学術誌がそろっているかどうか、あるいはまた、人生の憂苦や思想的煩悶に対して
次元の高い助言を与えうるような書物が存在しているかどうかということを、図書館は常に問われているわけで
あります。さいわい、各講座や学科目の選書を中心にとり揃えてきた現在の所蔵内容は、大学図書館としてふさ
わしいものであると確信しております。教養書にしましても、軽便なものよりも、重厚な深みのあるものや、時
の流れが価値を消すことのない古典的なものが存在するかどうかということが図書館の真価を決めることになる
と思われます。
横田敏勝新館長は、哲学にも造詣が深い博雅の方であり、論理的で説得力のあるスピーチにはつねづね敬服し
ているところであります。新館長のもとに、附属図書館が本学の知的中枢として、ますます発展されるよう心か
ら祈念して、任期満了のあいさつといたします。
(1983.6.20)
o
教皇めぐり〔7〕
整形外科のよき歴史と伝統の形づくられんことを
～整形外科教室～
七　川　歓　次
当教室は昭和52年の開講であるが、病院は
なく、私と福田助教授と松井助手(現在講師)
の3人が最初のスタッフであった。福田助教授
はやがて犬を使って、これまでやってきた脊髄
損傷の治療に関する実験をはじめたが、独りで
はやりにくいとみえ、学生から助手を募集した
ところ、 2年生の小島保二君が応募してきた。
福田助教授はその後同君に、臨床実習がはじま
るまでつきあってもらっていたようである。松
井助手の方は前任地の病院で実験中のラットを
もちこんで、骨とV.Dの関係、アジュバントラ
ット関節炎と骨の変化に関する実験を継続して
いた。実験好きの彼にとってまたとない環境で
あったかもしれない。翌年にはロンドンのリウ
マチのセンター病院に留学していた西岡助手(覗
在講師)が、またミュンヘンで腰痛の研究をし
ていた望月助手が帰国して当科にはいってきた。
つづいて既に手の外科で知名の泉類助手が入局
してきた。このように昭和53年10月の病院の開
院に備えて、教室は多くの有能なスタッフをそ
ろえることができたが、若い人達の手伝いがな
いので、大学の教室としては機能を十分発揮で
きなかった。この年に緒方医員(現在助手)が
入局してくれたが、彼は卒後5年で、十分の臨
床経験を積んでいたのに、教室の唯一の若手医
員ということにならざるを得なかった。このほ
か、病院のできる前から入局を希望していた武
仲君(現在助手)が卒業したばかりでやってき
たけれど、ポストがないので、しばらく大阪厚
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生年金病院へ麻酔の勉強に行ってもらい、開院
と同時にきてもらった。私どもはこのような陣
容で出発した。風光明楯ではあるが人里離れた
丘陵の一角に、突如としてできた瀧酒(しょうし
ゃ)な病院を眺め、一体どこから患者がくるの
だろうと不思議に思った。各スタッフは先行き
の不安を蔵しながらも、やはり銘々期待を奥深
く秘めて、とも角も出発したわけであった。
今年になって3回目の卒業生が出て、教室も
多くの研修生がいるようになり、にぎやかにな
ってきた。以前は他の教室にはなじみの少ない、
他の大学のスタッフばかりがいて疎遠な感じで
あったが、今ではどの科にも大学の卒業生が居
て、しかも彼等が多数を占めるようになってき
た。このようにして、大学の、また教室の伝続
が作られていくのだろう。意識しない問に、我
々みんながこの伝統作りの主役になっているの
にちがいない。私が顧問をしていたサッカー部
のマネージャーの藤井君が第1回の卒業生とし
てはいってきたし、福田君の実験助手を長らく
やっていた小島君が第2回の卒業生としてはい
ってきて大学院学生として働いているのを見た
りしていると、大へん短いけれども、やはり大
学の、そして教室の歴史が作られていくのを肌
に感じないわけにはいかない。
さて、教室の仕事であるが、開講当初からの
脊損治療および脊椎疾患に関する実験的および
臨床的研究、骨の形成と吸収、これに及ぼすⅤ.
D3の影響および骨粗軽症に関する実験的、臨床
一ヽ、
一＼
「〈、
Sid
的研究と新しい骨形態測定法の開発、手の外科
の研究、慢性関節リウマチの疫学、免疫遺伝、
関節外科に加えて、開院当初から企画していた
歩行の研究が、 3年前に自動歩行分析装置を設
置できたのみならず、昨年から工学部出身の牧
川助手が入局して、トップクラスの仕事を目指
して進捗中である。このほか、西岡講師がリウ
マチ性多発筋痛の全国的研究斑の主催をしてお
り、日本リウマチ・関節外科学会の事務局が教
室にあるので、医局員は他大学からの仕事に接
する機会も多い。
患者が少なくて困るのではないかという心配
が単なる危煩に終わったように、行先きの不安
が次第に消えてゆき、滋賀医大のそのまたなか
の整形外科のよき歴史と伝統の形づくられるこ
とを祈らずにはおれない。
l
(整形外科学講座　教授)
iJMB　眉　F--:---r-サ--r---------蝣サ蝣サ-サ・サ-サ蝣サ'
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色ク　Stethoscopeとはよく観るもの
蝣---ー・---蝣・--・----蝣-蝣-蝣蝣--蝣!日日　芦田　　　　　　昌
★
:　　　　曾
☆
★　　ステソスコープ、人ぞ知る「聴診器」のことであるが、不思議なものでこれを持つとン!ドクタ
*
-?という心持ちになるとか。はかにも形状こそ異なれ「鏡」となって「鼻鏡」 (Rhinoscope)
「喉頭鏡」 (Laryngoscope)とか「検眼鏡」 (Opthalmoscope)あるいは「虻門鏡」(Pro
★
ctoscope)等沢山あり、機能的には同じといって差し支えない。それはScopeが付加されてい　☆
ることによる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　:
☆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　★
'　この語は、元来「目でよく観察すること」とか「検査すること」といった意味の比較的新しいラテ　★
ン語Scopium、あるいはギリシア語q`one!γから由来したもので、多くの場合、他の語の尾に付し:
てアカデミックな器械・器具の名称に使われ、 scopeのみでそのように用いられることはない。　:
*　　　　　　　　.  .　. . . .　　　._　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　*
'　単独では、 a/conds(sco由S)とかイタリア語のscopo　等に発し、その意味も「獲得したいもの」 ☆
:から「目標」、 「見張り」 (watcher)あるいは「スパイ」などとや、険しい意味になる。　:
:　このようにscop、om打に依るところが大きいのだが、この語は更に母音OがJeに変ったskepと:
*
も書き、同じことばなのだ。そういえば、 skepまたイギリス英語綴(つづ)りのseepからsce　☆
★
ptic (スケプティックとよむ)を調べていくと、 「疑い深い人」などとある。そして余談だが、そ　女
*
の中心部分skep(t)-のkとpと入れ変ったspek(t) -(spec(t)蝣　と同じ)はやはりLookが底辺　☆
に・あって、いずれも似て非なる関係にあるo例えばspeculator(思索する人)はどうかO　.　**
*　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　*
★　　このあたりから、 scope本来の車味は「注意して見ること」、 「よく調べること」と、しかも「 ☆
広く深く」といった響きを伴って解釈できよう。
:　したがって、 Stethoscope (ドイツ語では、 Steth。sk。p、意味上　Brust- Deseherつ
「胸部」 (breast)のStethoをScopeする器械ということになる。ここで'Stetho'にも興
味あるところ。いずれにせよ、用途からみて厳密にいえば無理がないでもない語だが、ドクターにと
っては大切な- Scope。
:　置き忘れたりしないようゆめゆめど注意のほどを。　　　　　　　　　　　(久)  :
A　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　*
詛　ft　*　*　*　*　*　*　*　*　*　*　*　*　*　*　*　*　*　*　*　*　*　*　*　*　*　*　*　*　*　*　*　*　*　*　*　*　*　*　*　*　*　*　*　*　*　*　*　*　*　*　*　*　*　*
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地域の医療を考える〔7〕
一大津市における乳幼児健診の視点一
大津市民健康センター
は　じめに
大津市(人口22万4千人、出生総数3,100名)における乳幼児健珍は自治体を中心とし、市医師会、歯
科医師会をはじめ数多くの関係医療機関に支えられながら、 ‥人のもれもなく子供達の健康と発達を
守ることを目指して、戦後から今日まで長い取組みを続け、現在では受診率を1∞%近くまでにこぎ
つけられるようになってきた。とりわけ、健診のシステムは大津独自の健診体制(図1)により出生
から就学まで一貫した体制で乳幼児については、低年齢時にしっかりした掌腹を行い、正しいアフタ
ーケア-を重視しています。特に1 、 2才の時に濃密な経過観察と発達指導、両親教育が必要な場合
には通園事業(やまびこ園、やまびこ教室)につなぎ、 1年後には保育園・幼稚園で障害をもつ幼児
もできるだけ健常児とともに保育ができるようにしています。あわせて、市民病院では超早期リ-ビ
リテ-ションを行い、健診から継続して乳幼児の心身の状況が把握でき珍断から指導へのルートが確
立しつつあります。
単に乳児をある時期に健診して、それで足れりとするのではなく、小学校へ入学するまで観察をつ
づけ、問題の早期予知、発見から治療あるいは訓練、教育までの保障を確立していく制度的基礎をつ
くってきたともいえましょう。これが昭和49年生まれの乳児から適用につとめ、いわゆる乳幼児健診
1974年「大津方式」と「障害乳幼児対策1975年大津方式」とも云っております。また、何よりも一人
ひとりの乳児をもった父母が育児環境をめぐる予盾が激化した中でもどこまでもその健康と発達を守
る基本姿勢をもつことが重要であり、行政は子育だてのゆとり、楽しみを父母にいだかすよう指導、
援助に努めているところであります。
なお、大津市の乳幼児健診の詳細については紙面の関係上十分な説明ができない事をお許し願うと
共に、今回は特に保健婦、心理職の立場から健診にとり組む視点を中心に御説明申し上げるものです。
1.保健婦の立場から
子供の成長をみていく時、一時点にとどまってみるのではなく、その成長の過程を継続してみてい
くという事が大切であります。また、一人の目でみるより、グループの目でみていく事により、その
子供の全体像をとらえることができやすくなるのではないでしょうか。そういう意味で、大津方式の
健診システムは、出生から就学までを制度的に、また、医師・JL、理職・保健婦・家庭児童相談員がチ
ームとなってその子供の身体面及び心理面、そして育児面を総合的に観察していこうとするものです。
大津方式は、「健診もれ」 「発見もれ」 「対応もれ」をなくそうという三本柱を目標にしております。
まず、健診もれをなくそうという事については、未健児の中に、心身の疾患、また環境的に問題を持
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ーヽ
一ヽ、
「、
っていて何らかの援助を要する子供が少なくないということです。大津方式における保健婦の役割は、
まず、その様な未健児の状況を把握し、必要に応じて医療、あるいは発達相談、あるいは福祉のルー
トつなぎ、また、育児担当者である母親の相談者となっていく事が必要となってきます。
一
核家族化のすすむ現代社会の中で地域のつながりも薄れ、若い母親は、育児の相談者すら持てなく
なっている場合が多いのです。
子供にも個有差があり、単に育児書どおりではどうにも解決仕難い問題があまりにも多いのが現況
であります。私達が健診の中で行う集団指導や個別指導は科学性に基づく健診や相談の中から集約し
た育児にとって重要な事を中心に母親指導を行なっています。
また、発見もれをなくそうという事については、受健児の中の何らかの遅れや障害を見落とさない
事と同時に、他の問題(環境的問題など)もみすごすことなく、早期に対応へつないでいこうとする
ものです。というのは、そういう問題が子供の成長に重大な影響を及ぼす場合が多いからです。その
ために保健婦は、常に子供をみる目、母親を見る目を鍛えていくことを要求され、医師及び心理職等
と検討を重ねながら努力していかねばなりません。
最後に対応もれをなくそう(図2)ということは障害、あるいは環境的諸問題が早期に発見されて
も、それにどう対応していくべきか、母は、また父は、そして家族は何をどうすればいいのか、とい
う方向性をみつけられなければ、その診断は残酷なもの、役に立たないものでしかありません。両親
がその障害、あるいは問題を受けとめ、行動につなげていくため、医師、心理職あるいは他機関との
パイプ役となって、母親を支えながら活動していかねばならないのが保健婦です。そういう意味で、
保健婦はオールマイティーであるという訳ではありませんが、単に対人保健にとどまらず、福祉の問
題もあわせて問題解決の調整の役目を果すため、ケースに応じたキーパーソンを選定する役割も努め
なければなりません。
そのことは、その子供に最初にかかわった担当が自分一人でかかえこんでしまったのでは、十分な
対応ができなくなってしまうからです。子供への援助は、医療・発達相談・育児相談指導・福祉のど
の一つが欠けても十分とは申せません.これら、すべてが総合的に協力しあってこそ初めて十分な援
「　助ができると信ずるものです。健診に来られる子供の殆んどは健常児であります。しかし、その健常
児のなかにもさまざまな問題を持った子供が少なくないということです。そういう意味からも、障害
をもつ子供は早期対応につなぎ、また、健常児もよりよく育つ為の援助をめざし努力しているものです。
健診の中では、母の主訴を大切にして相談にあたり、また、かくされた問題をみのがさない様細心
の注意をはらいながら健診に努めており、障害のある子供から学んだ事を健常児に生かし、健常児も
よりよく育つ為の援助活動を続けています。
2.心理職の立場から
乳幼児健診の課題は、単に障害や疾病の発見だけでなく、育児上の諸問題をすべての子供の発達保
障にむすびつけながら解決することにあります。
近年、障害の軽減、疾病の治療予防の手だてが進み、適切な時期に疾病や障害を発見し、必要な対
応をすすめていくことで貴重な成果があがっているといわれています。しかし、他方地域の様子が様
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変りをし、子育てが従来の家庭のわくの中だけでは困難になりつつある側面もあります。 「戸外で遊
ばせにくい」 「友達がいない」 「父親の変則勤務のため生活リズムが乱れがちになる」など、枚挙の
いとまがありません。こうした中でおこってくる子供の問題も多様であり、障害のある子供にとって
は、これが更に複雑になっています。
従って、 「何を大事に、どう子育てにとりくむのか」が私たち乳幼児健診に携わる者と両親の共通
の課題になっているといえます。その際に、いくつかの大切にしたい点があります。
その1つは、発達や健康に対する科学的なとらえ方です。子供が発達するしくみをふまえた適切な
働きかけは、子どもの意欲もひき出しやすく、両親も子供の発達に見通しが持ちやすくなります。し
かし、発達のしくみを無視すると、子供の方に色々な問題をひきおこしてしまうことにさえなります。
子どもの発達には、いくつかの段階がありますが、それぞれの段階で是非子どもに保障したい活動
がすこしづっ健診を通してわかってきました。子育ての中でうまくいかないことや、子どもの側の問
題に直面した時に、こうした育児の知恵を生かせるようにしたいと願っています。
2つには、現在の子育てが出生数の低下もあって、両親にとっては最初で最後の経験である場合が
すくなくありません。従って健診が単なる問題の有無を把握するふりわけの場にならないよう、育児
に健診チームも色々な形で参加できるような実践的な姿勢が必要になっています。例えば、子どもに
障害がない場合でも、寝かせっぱなしで頚定がしにくいという場合もすくなくありません。こうした
時に、赤ちゃん体操の方法を伝えて帰ってもらうだけでなく、 6か月頃に様子を聞く、あるいは家庭
訪問をするO場合によっては、もう一度来所していただくというような中で実は、 「兄弟に手がかか
って大変であった」 「家に寝た重りの老人がいた」 「生活が苦しくて」というような状況があるのが判
ってくる事もすくなくありません。こんな困難の下で、しかし、一人一人の子供がかけがえのない毎
日を発達的に充実したものにしていける為の努力を両親と共に続けてゆきたいと思っています。
3.大津方式の特長
①　発達診断
②　ポイタ法による中枢性協調障害の早期発見
③　療育システム(やまびこ学級、保育所全入、ポイタ訓練、医療補助)
ポイタ法の問題点
中枢性協調障害イコール脳性マヒではなく、その一部分の者が脳性マヒになるにすぎず、中枢性
協調障害のどこまでを訓練の対象にするかの決定がむずかしい。
4.今後のとりくみ
①　神経芽細胞腫マススクリーニングを検診にとり入れる
②　軽～中等度中枢性協調障害児に対するうつぶせ指導等の-ンドリング実施
③　検診の精度を高める努力を
見落としをより少なく、不必要な再診をより少なくする。
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『パーソナル・コンピュータが
生みだした幻想』
小　川　晋　平
今日、私達の実生活において、コンピュータの便利さが、実感される。図書館の仕事では、情報検
索がすぐ思いうかび、日常生活の場では、カード一枚で現金をひきだせる銀行のキャッシュ・コーナ
ーがあり、さらに、マイクロ・コンピュータが組みこまれた家電製品、はてはミシンにまで、思いも
かけなかった物の中にも使用され、人間社会をサポートしている。
しかし、本当の意味でサポートしているのは、コンピュータではなく、その影にかくれて見えない
郡　人間の知恵と技術が、サポートしているといわなければならないのであるo残念なことに、機械(-
-ド)は物理的に目にうつりやすく、ブラックボックスの中にある人間の知恵(ソフト)は意識の外
へおいやられてしまうようである。
パソコンと略されるパーソナル・コンピュータは、この1年間で100万台もの需要があったという
が、たしかに、職域膏はもちろん私生活においても手にふれられるようになってきている。
又、少し大きな書店では、特別にマイコン・コーナーが設けられ関係書籍がずらりとならび、東京・
大阪・京都の家電街を歩くとオーディオ製品なみにフロアーを専有している。
マスコミを通じて流れるパソコンの宣伝文句には、 It誰にでも簡単に使える-" "買ったその日か
ら　　　君は今-''等々、ついその気になってしまいそうである。
′ヽ
買ってはみたものの
おもむろに本体のスイッチを入れ、ディスプレーが輝きをまし、カーソルが点滅する頃には、心臓
がときめき、さあ、何かが始まると期待に胸ふるわせるものである。しかし、まったく何もしないの
である。せいぜい電力の消費にともなう経済の活性に寄与するぐらいのものである。かつて、このよ
うな経験があったであろうか、テレビを買った時は、その日からたしかに楽しめたのだが=--
プログラムを学んだものの
InputにPrint--・マニュアルや教本と首っぴきでプログラムの意味を理解したつもりで、いざゆか
んといきどんだものの、あえなくダウン、こんなはずではなかったのに・--
仕事の分析はしたものの
コンピュータにやらせる仕事の分析が必要だと気がつき、気をとりなおし、完全無欠のシステムだ
と思い、順調に可動中。しかし、何かおかしい、 "コンピュータ"というデータをファイルに保管し
たはずなのになぜか、とり出せなくなっている。昼夜、寝食わすれての虫(バグ)さがし、ねむい目
をこすりあげた時、 -ッと気がついて、 "コンピュータ"のtt-"がカタカナの長母音でなく、マイ
ーll-
ナス記号だったなんて-=-ひょっとしてと、その他のデータをチェックすると出てくる出てくるタイ
プミス日日-
To err is humanl
人間だったらよかったのに一一
・ほんの10数年前には専門家が何人もかかって動かさなければならなかった能力をパソコンはそなえ
でいるo価格が安くなったのでつい使用も簡単になったと思いがちであるが(たしかに、高級言語を
.そなえ、とりつきやすくなったが)基本的な設計は変わっていないのである。
おそらく、今日、私達が期待すべきコンピュータ像は、現在のところ幻想の部分が多く、何年か先
に出現する『人工知能』により実現されるであろう。
それまでは、パソコンとはいえ、あなどらず、毎日お守りをしてやる気持ちがなければ、部屋のイ
ンテリアかステータス・シンボルとしての価値しか生みだせないであろう。
(図書課運用係)
近代医学の名著蝣蝣蝣蝣…・・-　　　　--蝣蝣蝣蝣蝣蝣蝣蝣蝣-　　　　　　蝣
蝣　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
山極勝三郎　病理総論講義
■
■
■
■
■
■
■
■
■
友　吉　唯　夫　　　≡
■
L
山極勝三郎は、周知のように、ウサギの耳巽に長期間コールタールを塗布して、世界最初の発癌実
験に成功した病理学者である。研究成果は1916(大正5)年に東京帝国大学医科大学紀要に発表され、
翌年には同じく、市川厚「助手と共に家兎乳腺にラノリンとタール混合液を反苛注射し、乳癌の人工
的発生に成功した。これら一連の発癌の病理学的研究は、当然ノーベル賞に値するほどのものであっ
たが、第一次世界大戦の影轡で国際的に知れわたるのが遅れたうえ、当時の日本は科学的先進国でも
なく、国際社会における実力も微弱なものであったためか、受賞には至らなかった。しかし、国内的
には高く評価され、 1919年学士院質の対象となったのである。
山極勝三郎は1863 (文久3)年、信州上田に生を受けた。くすしくも、わが国最初の病理学者とさ
れる緒方洪庵が54歳でなくなった年である1888年東京大学を卒業、 1891年に、ドイツの病理学者L
Virchowのもとへ留学、 1894年帰国すると31歳の若さで東京大学教授となった。本書の第1版は1895
(明治28)年に出ており、教授就任の翌年であるから、いかに精力的に筆を進めたかがわかる。いち
おう、上、中、下の3巻にわかれてはいるが、亘はとおしで1, 157ページ、ペン画の付図297図を配
した大冊であった。出版元は、東京本郷区春木町の半田屋医籍商店であるが、第6版の奥付によると、
山極勝三郎は、当時、本郷区西片町10番地ロ10号に住んでいた。これは、もと阿部正桓伯爵の土地で、
官吏、学者が多い高級住宅地であって、ごく近くに夏目欺石や上田敏も住んでいた。
山極勝三郎は、 1907C明治40)年に欧文学術誌「癌」を創刊し、 1910年には、新しく成立した日本病
理学会会長になるなど、文字どおりわが国近代病理学の先駆的指導者として活躍ののち、 1930(3昭和5)
年3月2日、 67歳でこの世を去った。
(泌尿器科学講座　教授)
新聞情報サービス開始
r
図書館では、「新聞の医学情報」を本学の教職員・学生に提供するため、今年の1月より、新聞記事
の収集・整理を行い、 6月よりサ-ビスを始めた。収録は朝日・毎日・京都の3紙を対象にし,医学
とその関連分野の記事にした。整理の方法は、記事の見出しを標題に使い、内容を補うためキーワー
ドをつけた。キーワードは「MeSH ANNOTATED ALPHABETI C LIST 19
83」の中から選んで使用している。そして、標題、キーワード、新聞紙名、日付、朝刊・夕刊の別を
コンピュータに入力している。利用者へのサービスは、各情報を新聞別に日付順にならべたリスト
と記事に付与したキーワードのアルファベット順のリストをひと組みにして(図1 ・ 2参照)、大学の
各講座、病院各部、事務局に配布した。事務局から要請があったのは、我々にとって意外であった。
が、考えてみれば医科大学の職員として、医学・医療に高い関心を示すのは当然であり、これまで、
ともすればサービス対象の視野外であったところからの要望に、反省させられた。
ところで、この新聞情報サービスの参考にするため、先日、日本経済新聞紅と東京大学新聞資料セ
ンターを見学した。日経では、 NIKKEI, I EE, JOINTの3つのファイルを使って、 NE
EDS-I Rのオンライン検索の実際を見、新聞資料センターでは、「新聞社説の索引集」についてな
ど新聞記事の収集、整理、サービスの話を聞いた。この2ヶ所を見て新聞記事情報に関する全般的な
概観をつかむ事ができた。我々のサービスは収集分野を医学に限定している点がユニークだと思うが、
業務の各段階で発生してくる問題点の多くは共通するものであり、非常に参考になった。
最後に、この試みが発展して行くか、衰退消滅して行くかは、利用者の反応いかんにかかわってい
る。忌博のない御意見をお寄せ下さるようお願いします。
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リ　ストの見方・検索の仕方
1.日付順リスト
**76
有望療法見つかる
記事番号
標題(見出し)
朝日新聞　　　朝刊　　83年2月27日-紙名、　朝夕刊、日付
AE収Eト的L CORTE::く　HOR帥コNEEi/THERAPEUTK::: USE;轟NTIVIF:胤…
AlヨENT鋸THERAPEUTIC US:JE; D臥旧　THE巨浪PY: HEPATITIS:;守
CHRlコNIC ACTIVE/DF!UG THER泊PY; HERATITI:: B VH礼帽,-."P
ERIコIE唱./TトCRAPEUTIC U5ヨE; SU三UKI HIRIコ引-II (Y角門戸*NA!:;H:[
MED. UN】:V:増 キーワード
◆記事番号は一連番号です
◆標題は記事の一番大きな見出しを採っています
◆　キーワードは、記事の内容を理解するために付与しています。
◆1 83年版MeSHを使用しています。
2.キーワード・リスト
Alphabetic List for Neus Paper
C A　コ
ABNORMALITIES
ABORTI ON
AβORTION, INDUCED
ABORTION/OCCURRENCE
ACADEM工CS AND INSTITUTES
ACCIDENT PREVENTION
ACCIDENTS
ACETIC ACIDS
ACETYLCHOLINE
ADOLESCENCE
ADRENAL CORTEX HORMONES/THERAPEUTIC USE
NTIHYPERTENSIVE AGENTS
ANTINEOPLASTIC AGENTS
ANTIVIRAL AGENTS/THERAPEUTIC USE
APPETITE DISORDERS/PSYCHOLOGY
APPETITE/PSYCHOLOGY
ARTERIES
ARTERIOSCLEROSIS/PREVENTION　&　CONTROL
ARTIFICIAL ORGANS
AUTOPSY
「
-　#18
記事番号
一一　♯33
1-　♯14
-　#74,♯181
--　♯24,♯47,♯58
???????????????? ?
????????????
◆例えば、 ADRENAL CORTEX HORMONES/THERAPEUTIC USE :
◆ANT工VIRAL AGENTS/THERAPEUTIC USE　は、ともに記事
番号76番のところで見つかることを示しています。
◆キーワード・リストは累積版となっています。
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石　黒　達　也
薬徴　吉益東洞著
天明5年刊　全3冊
薬徴　吾益東洞著　　　天明5年刊　全3冊
江戸時代の中期に、医の規範を古く「傷寒」
「金匿」(きんき)に求めようとする動きが勃興
してきた事は、前稿の「吐方考」でも紹介した。
当時、古方の大家といえば並河天民、後藤艮山
を別格として、松原」謁斎、香川修庵、山脇東
洋の他に、本書の著者・吉益東洞が一世を風摩
していた。東洞の説は、厳密にいうと必ずしも
「傷寒」 ・ 「金匪」を遵守していた訳ではない
).
が、当時世に横行していた陰陽医(病の本質を
r
みずに陰陽五行の説を弄ぶ医者)や仙家医(道
教の説に則り神仙の術を施す医者)を排斥して、
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病の所在を見た上で治療をすべLと説いた点で
は復古派とみなされている。東洞は、すべての
病は毒から生じるという万病-毒説をもって世
に受け入れられ、腺証よりも腹証(腹部の診察
所見)を重要視した所など、当時としては極め
て進歩的な診断法を唱えていたが、治療の面で
・ ・ ! . .
は「薬を服用して目蛇がする程でなければ病気
は治らない。薬は毒である。喝_もまた毒から生
じる.薬を服む事は毒をもって病の毒を攻める
事である。従って目蛇が起るのは当然である」
と説き、かなり乱暴な投薬もしたようである。
今回紹介する「薬徴」は、東洞が好んで用い
た薬剤についてその効能や配剤法を記述したも
Jhいけ∴　　　　　　　　　・Iの1.蝣I"いえ
ので、上述の「若し薬、捌玄せずんば麻疾摩ず」
という言葉は本書の自序にある。
著者の吾益東洞は、元禄15年(1702年)安芸
上さLL
(広島)に生れた。曽祖父の畠山改廃は紀伊・
畠山氏の重臣であったが、のち河内(大阪)に
逃れ産科医の吉益半笑斎にかくまわれて吾益姓
を名のった。東洞は、もと東庵と号していたが、
解屍で名を残した山脇東洋の推挙を受けて京都
ニ.'/,-しJヒlい′
の東洞院に開業し、以来地名にちなんで東洞と
号すようになった。その言う所は極端にはしる
きらいがあり、同時代の人にも多くの敵を作っ
たが、後世に与えた影響は莫大なものがある。
^mi ll, i
京都の中西深済、江戸の年少翁、肥後の村井琴
山などの門人以外に、後世直接または間接に影
轡を受けた医者は枚挙にいとまが無い位多数に
小.しシは′1　1よl
のぼる。今回の「薬徴」以外に「類衆方」 「方
さi,　　i.' L  L l.′'t
極」 「医事或間」などの著述が世に伝わってい
る。また、門人が東洞の説を編慕した著として
El∴し　く
「医断」 「建殊録」があり、これらは本図書館
の河村文庫にものこっている。安永2年9月
(1773年)投。
(産婦人科学講座　講師)
長期貸出について
夏期休業中に一般教養図書に限り長期貸出しします。本学全教職員、学生を対象に7月4日脚-
9月17日tt)まで貸出しします。手軽な新書類とか、とにかく医学、生物学、厚生省発行の図書およ
び製太雑誌以外なら禁帯出の本をのぞいて借りることができます。せいぜい御利用下さい。
図書館の活動
4 / 15　　　近畿地区国立大学図書館協議会(京大)
5 / 6　　　第29回近畿地区医学図書館協議会例会(天理市)
5 / 19　　　近畿北部地区国立大学図書館機械化ネットワーク協議会第12回開発委員会(滋大・彦根)
5 /24　　　昭和58年度国立大学図書館事務(部・課)長会議(東京医歯大)
6 / 3　　　近畿国公立大学図書館協議会総会(阪大・吹田)
6 / 8　　　第8回新設国立医科大学図書館会議(札幌市)
6/ 9-10　第30回国立大学図書館協議会総会(札幌市)
6 /16　　　近畿地区医学図書館協議会第7回実務者会議(滋医大)
6 /20　　　近畿北部地区国立大学図書館機械化ネットワーク協議会第13回開発委員会(奈良教育大)
6 / 22　　　第34回図書館委員会
6 /30　　「学術雑誌総合目録和文編新版データベース」のデータ提出・説明会(阪大・吹田)
7 / 8　　　近畿北部地区国立大学図書館機械化ネットワーク協議会第14回開発委員会(京大)
7 /20　　　第30回近畿地区医学図書館協議会例会(滋医大)
7 /28-29　第10回医学図書館員セミナー(日本医学図書館協会主催、富山市)
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